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ト ウ モ ロ コ シ 南 方 さ ぴ病 の発生生態

に し
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は じ め に

トウ モロ コ シ南方 さ び病 は西南l凌地の |卵期作トウ モロ
コ シの 重要病害の 一つである。 病原菌である Pllccinia
ρolysora はトウ モロ コ シの葉 や 禁輸に侵入して 増殖し，
表面に多数の 赤色斑 点状の 盛 り 上がっ た病斑(夏胞子
1'Ëi )を形成す る(図ー1 )0 多発生すると 圃場全体が赤く
染まって見え， トウ モロ コ シ は 下架から次第に枯れ上が
って ゆく。 1 980年代後半に は 九州 各地で大 き な 問題と
なった。 現在で は抵抗性(耐病性 ) 品種が導入 さ れて，
その被害 は一時ほど問題にならなくなって き ている。 し
かし， 抵抗性品種といえども南方 さ び病菌に感染しない
わ けで はなく， 冷夏長梅雨などの 環境条件が整えば， 常
に多発の 可能，目ニを秘秘、めていて， 潜在的な脅威となってい
る病害である。

本病の発生生態 は 近年ようやく 明らかに さ れ， 海外飛
来性の病害である 可能性が 強く 示 唆 さ れている(西，
2000 )。 ま だ直接的に証明 さ れ た わけで はないが， 海外
飛来を示唆する状況証拠が整って き ている。

本稿で は海外飛来の 可能性を中心として 南方 さ び病の
発生生態を概説してみ たい。

I 南方 さ び病の発生分布

南 方 さ び病 は 世界各地の熱帯および 湿布地域に広く発
生している病害である。 しかし元来 は， カ リ ブ海沿岸地
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域の 病害である。 それが 1 949 年に西 アフリ カ の シ エ ラ
レ オ ネで突然大発生し， 数年のうちに アフ リカ および イ
ン ド 洋各地に広がっ た。 時を同 じく して アジ ア地域にも

発生し， フ ィ リ ピ ンから東南 アジ ア各地へと 広がっ た。
我が固にお ける筒方 さ び病の発生が最初に確認 さ れ た

の は， 1983 土|三のことである(但見， 1983 )。 しかし， 実
際に はそれ以前から発生してい たこと は確実で， 1979 
年に 山 口 県で発生し 当 時 は Pltccinia sorglú による さ び
病として 処理 さ れて い た病害が， のちに南方 さ び病であ
っ た ことが判明している(杉山， 1988 )。 その 後四らに
よる調査(西ら， 1 994 ; 1997 )で， 九州、|および 凹 園地域
で普遍的に発生している こ とが明らかとなっ た。 現在ま
でに発生が確認 さ れ た 地域 は， 兵庫県以西の 15 県であ
る(医ト2 )。

H 南方 さ び病の病原菌

南方 さ び 病の病原菌 は， Pucci17ia þolysora であるo
夏I1包子 は 栴 円形ま た は 球形で， 大 き さ は 27. 5�40 . 0  x 
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図 - 2 ト ウ モ ロ コ シ 南方 さ ぴ病の発生地域
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22 . 5�26.3 μm で あ る (図ー1 ) 。 冬胞子 は晩 秋期 に 観察
さ れ る (宮川 ・ 井上， 1996 : 但見， 1983) が， 一般的で
は な い。 未知 の 中 間宿主の存在 を 否定す る こ と は で き な

い が， 冬胞子 は 自 然条件 あ る い は人工的な環境条件の下

で も 発芽せ ず， 本病菌 は精子世代 と 鋳胞子世代 を 欠 く 短
世代型 の さ ぴ病菌 で あ る と 考 え ら れ て い る (CAMMACK，

1959) 。 寄主植物 と し て は ト ウ モ ロ コ シ の ほ か 数種 の
Triþsacum 属 な ど が知 ら れ て い る が， 我 が 国 で確 認 さ

れ て い る の は ト ウ モ ロ コ シ の み で あ る 。
ト ウ モ ロ コ シ に は南方 さ び病 に 類似 し た 病徴 を示す病

害 と し て ， さ ぴ病 が 記 録 さ れ て い る 。 病 原 菌 は Puc­

cinia sorghi で あ る 。 さ ぴ病 は 北海道か ら 沖縄 ま での広

い地域で発生記録が あ る 。 南方 さ ぴ病 に 比べや や低温域
の 15�23CCが発病適温 で， 南 方 さ ぴ病 と 混発 し て い る

場合 も あ る ( 宮 川 ・ 井上， 1996 : 酋 ら ， 1994) 。 さ ぴ病
菌の夏胞子 は球形 で， 南方 さ ぴ病菌 よ り も 小型であ り ，

古 く な る と 暗褐色 を帯 び る 。 冬胞子 で は 先端部の股が厚

い。 夏胞子層 は 葉裏 ま で突 き 抜 け る こ と が多 い。 さ び病
と 南方 さ ぴ病 を病徴か ら の み で区別す る こ と は 困難で，
正確 な診断 の た め に は顕微鏡で観察 す る 必要が あ る 。

皿 発 生 消 長

南方 さ ぴ病の 発生 は 熊 本 県 で の 観察 に よ れ ば， 6 月 中

旬�7 月 上旬 に始 ま る 。 こ こ で注 目 す べ き は ， 初発時期

と ウ ン カ 類 の 飛来時期 と の 聞 に 見 ら れ る 同 調性 で あ る

(表ー1 ) 。 熊本 県 の 気象条件か ら 考 え る と ， 4 月 下旬 以 降
い つ で も 発生可能 と 推察 さ れ る が， 初発が確 認 さ れ る の
は 常 に ウ ン カ 類の第一波飛来の 2 週間程度 後の こ と で あ
る 。 感染か ら 夏胞子層 の 出現 ま で に 要 す る 時間 は ， 気温

に よ り 多 少 奥 な る も の の ， 最 短 で 8 日 程度 で あ る (西

ら， 1999) こ と を 考 え る と ， ウ ン カ 類の大量飛来 と ほ ぼ

時 を 同 じ く し て 南方 さ ぴ病の最初の感染が生 じ て い る と
い う こ と に な る 。

沖縄県や鹿児 島 県 で 5 月 下旬 に 実施 さ れた 調査 で は ，
南方 さ び病 は 観察 さ れ て い な い (著者 ら ， 未発表) 。 一

方， 宮崎県 で は 5 月 下旬 に 南方 さ び病菌 を 接種 し た ト ウ
モ ロ コ シ子苗 を 野外 に 放置す る と ， そ こ か ら 周 囲 の ト ウ

モ ロ コ シ へ感染 す る こ と が観察 さ れて い る 。 こ の よ う な

事例 と ， 南 方 さ ぴ病菌 が 12CC以下 で は 急速 に 死滅 す る

(J 1 1 瀬 ら ， 1997) こ と を 考 え あ わ せ る と ， 南 方 さ ぴ病 の
第一次伝染源は， ウ ン カ 類が 日 本 に 飛来す る 時期 ま で は
存在 し て い な い と 考 え ざ る を え な い。

初発が確 認 さ れ た 後， 南方 さ ぴ病 は 急速 に 圃場 内 に ま
ん延 す る (図ー3) 。 通常 1 か 月 以 内 で， 圃場 内 の 全株 が

感染 す る 。 病勢 は夏期 も 進展 し 続 け る こ と が多 い が， 高
温寡雨年 に は停滞す る こ と も あ る 。 南方 さ び病菌の感染

限 界 温度 は 上 限 が 30�32CC， 下 限 が 12�15CCで あ る

(西 ら ， 1999) 。 ま た ， 感染 に は 葉面 に 水滴が存在す る こ
と が必要 で あ る (西 ら ， 1999) 。 高温寡雨 年 に 病勢 の 進
展が停滞す る の は ， こ の感染条件が満 た さ れ な い た め と

表 ー 1 1 994�2000 年の気象概況 と 南方 さ ぴ病の発生状況

年 南方 さ ぴ病の発生状況 ウ ン カ 類の飛来状況 気 象 概 況

1994 調査圃場に は南方 さ ぴ病は 発生せ ず. 下回 ジ ェ ッ ト に 関連す る ウ ン カ 梅雨前線の活動不活発な ま ま 7 月 1 日 梅雨
9 月 期 に お い て も 発生園場率は 5 . 8% と ， 極 類の大量飛来な し. 明 け.
少発生.

1995 6 月 29 日 に 夏胞子層 を初確認. し か し こ の 飛来第 1 波 は 6 月 3 日 . 梅雨前線の活動 は活発. し か し梅雨明 け後
時 に は す で に 新旧 の 夏胞子庖が混在. 状況 は猛暑子ぱっ と な る .
証拠か ら 最初の感染 は 6 月 初旬 と 推定. 秋
期の発生 は や や 少.

1 996 6 月 19 日 に 夏胞子層 を 初確認. 飛来第 1 波 は 6 月 8 日 . 梅雨前線の活動 は 活発.
1997 7 月 18 日 に 夏胞子園 を初確認. 飛来第 l 波 は例年よ り 約 1 か月 空梅雨気味 に 推移 し た が， 7 月 に は ま と ま

遅 い 7 月 7 日 . っ た 降雨あ り .
1 998 7 月 6 日 に 夏胞子層 を 初確認. 飛来第 1 i伎 は 6 月 18 日 . 梅雨前線 は 周 期 的 に 活発 な 活動 を 繰 り 返

す.
6 月 19 日 �20 日 に は 台風が九州 に 接近.

1999 7 月 3 日 に 夏胞 子 層 を 初確認. 秋 期 に は 飛来第 1 波 は 6 月 1 7 日 . 梅雨入 り は平年 よ り や や 早 い 6 月 3 日 ， 梅
1994 年以降最 も 激 し い 発生状況 と な る が， 雨明 け は 7 月 22 日 と 発表 さ れた が， 梅雨期
台風の襲来 に よ り ト ウ モ ロ コ シ が綾滅的被 問中 も そ の後 も 降雨 日 が断続的 に続 き ， 夏
害 を受け， 南方 さ ぴ病の被害 は 目 立た な く 期の気温 も やや低 め に推移.
な る .

2000 7 月 7 日 に 夏胞子閣 を初確認. 飛来第 1 波 は 6 月 17 日 . 梅雨期の気温， 降雨 は平年援で あ っ た が，
梅雨明 け 後 は 干 ばつ 気味 に 推移. 9 月 に 入
り ま と ま っ た 降雨あ り .
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図 - 3 熊本県 に お け る ト ウ モ ロ コ シ南方 さ ぴ病の発生消
長

0-0 : 4 月 播種. .…・ : 5 月 矯種， 。ーや : 6 月
矯種. .…. 7 月 播種. @-@ : 8 月 播種. 1994 年
は調査対象闘場での発生な し

思わ れ る 。

病勢 は 低温 の 到 来 と と も に 収 束 す る 。 こ れ は 気温が
120C以下 に 低下す る と 夏胞子の発芽力が急速 に 失 わ れ る
た め (川瀬 ら ， 1997) と 考 え ら れ る 。 園場か ら 採集 さ れ
た 夏胞子の発芽率 も ， 低温の到来 と と も に 急速 に 低下す

る ( 川 瀬 ら ， 1997) 。 秋期 の低温の到来時期が年 に よ っ

て 変動す る た め ， 終息時期 は 年 に よ っ て 異 な る 。

W 南方 さ ぴ病発生の年次変動

図-4 に 熊 本 県 で調査 さ れ た 過去 8 年間 の ト ウ モ ロ コ
シ南方 さ ぴ病の発生実態 を示す。 こ れか ら 明 ら か な よ う
に ， 南方 さ ぴ病 の 発生 は 年 に よ る 変動 が極 め て 大 で あ
る 。 す な わ ち ， 発生圃場率が 90%近 く に 達 し た 1993 年
か ら ， 発生園場率 で 5 . 7% に す ぎ な か っ た 1994 年 ま で，

発生圃場率， 程度 と も 極 め て 変動が大 き い。
過去 8 年間で最 も 激 し い発生が観察 さ れた 1993 年 と ，

そ れ に 次 ぐ 発生 と な っ た 1999 年 は， 長梅雨 に 加 え ， 冷

2000年

図 - 4 熊本 県 に お け る ト ウ モ ロ コ シ 南方 さ ぴ病の発生変
動

・ : 甚発生 (全株の止楽 に 夏胞子層 が あ り 下薬 か ら
枯れ上が っ て い る l . ⑨ : 多 発生 (1'二 葉 の 80%以上
に 夏胞子層があ る l . @ : 中発生 (80%以上の株に 夏
胞子層があ る l . O : 少発生 (夏胞子層が認め ら れ る
株は， 全体の 80%以下l . x : 無発生.

夏の年であ っ た 。 ま た盛夏期 に は 降雨 日 が多 か っ た 。 こ
れ に 対 し ， 最 も 発生 の 少 な か っ た 1994 年 は 空梅雨 の 年

で あ り ， 盛夏期 に は 高温が続 き ， 降雨 日 は 極端 に 少 な か

一一一 24 一一一
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っ た 。 こ の 年 に は ウ ン カ 類の大量飛来 も 観察 さ れて い な

い。 梅雨明 け 後 に 猛暑干 ば つ と な っ た 1995 年， 空梅雨

気味 に 推移 し た 1997 年 は ， 比較的発病 が少 な か っ た 。

調査 デー タ が ま だ少 な い た め充分な解析 は で き て い な い

が， 発生程度 は 前年の発生程度 と は無関係で， も っ ぱ ら
当年の気象条件， 特 に 梅雨期 と 盛夏の気象条件 に 依存 し
て い る よ う に 見 え る 。

V 南方 さ び病の海外飛来説 に つ い て

南方 さ び病の発生生態 の概略 に つ い て 述べて き た が，
最後 に海外飛来説 と の 関係 に つ い て 考察 し て お き た い。

Puccinia 属菌 が長距離移動 し や す い 糸状菌 で あ る こ
と は， よ く 知 ら れて い る (NA(;AllAJAN and SI N(;I I ，  1990) 。
南方 さ び病菌の場合 も ， ア フ リ カ での ま ん延が急速 に 進
ん だ こ と (CAMMACK， 1958) ， ア フ リ カ 大陸か ら 遠 く 離れ

た イ ン ド 洋 の 島 々 に も 伝 わ っ た こ と (CAMMACK， 1958 ; 
WILTS I I IRE， 1953) ， 特 に ト ウ モ ロ コ シ に つ い て 厳重 な 移

動規制 が し か れ て い た モ ー リ シ ャ ス へ も 侵入 し た こ と

<ORIAM， 1954) な ど か ら ， 長距離移動 し や す い 菌で あ る

と 考 え ら れて い る 。
第二 に ， 南方 さ び病菌が我が国 で越冬可能か と い う 点

に つ い て で あ る 。 南方 さ び病菌の 夏胞子 は， 120C以下の
温度 で は 急速 に 発芽力 を 失 い死滅す る () [ 1 瀬 ら ， 1997) 。

菌糸 も 同様で あ る (著者 ら ， 未発表) 。 こ の こ と は ， 我

が国の大部分の地域で は 菌糸 あ る い は 夏胞子での越冬 は

困 難 で あ る こ と を 示 す 。 南 方 さ び病 の 初 発 が梅 雨 期 中

~後半で あ る こ と も ， 南方 さ び病菌が越冬で き な い と 考
え る と ， 容易 に 理解で き る 。 南方 さ び病菌が短世代型の
さ び菌でな く 未知の 中間宿主上で越冬 し て い る 可能性 を
完全 に 否定す る こ と は で き な い が， 我が国 の大部分の地

域では冬期 に死滅す る と 考 え る の が 自 然 で あ る 。
南方 さ ぴ病の初発 と ウ ン カ 類の大量飛来 と の 聞 に 見 ら

れ る 同調性 は ， 南方 さ び病菌の海外飛来説 を 強 く 支持す
る 。 よ く 知 ら れて い る よ う に ， ウ ン カ 類 は 下層 ジ ェ ッ ト

と 呼 ばれ る 気流 に 乗 っ て ， 中国大陸か ら 我が国へ と 飛来
す る (SEINO et al . ，  1987 ; WATANAHE and SEINO， 1991) 。 下
層 ジ ェ ッ ト と は梅雨期 に 現れ る 下層大気の強い流れの こ

と で， ウ ン カ 類 を は じ め と す る 長距離移動性の 昆虫の大
量飛来 を も た ら す。 ウ ン カ 類の移動 を も た ら す の と 同 じ
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下層 ジ ェ ッ ト に 乗 っ て 飛来す る 夏胞子が南方 さ び病の 第

一次伝染源であ る と 考 え る と ， そ の発生消長が矛盾 な く

説明 で き る 。
南方 さ ぴ病の発生 は 広域一斉発生型 の よ う で あ る 。 調

査 デー タ は 少 な い が， 著者 ら の 調査圃場で初発が確認 さ
れた 2 週 間 後 の 調 査 で は ， 半 径 1 5 km 圏 内 に あ る 同 程
度の発育段階 に あ る ト ウ モ ロ コ シ 圃場の全て で， 南方 さ
び病が発生 し て い る こ と が確認 さ れた (NIS I I I ， 1 996) 。

南方 さ び病の発生が西高東低 を 示す (西 ら ， 1997) こ

と も ， 海外飛来説の傍証 で あ る 。 発生が確認 さ れ て い る

地域 は我が国西部 に 偏 っ て お り ， 被害が問題 と な っ た の

も 九州各県の ほ か は 山 口 県 と 愛媛 県 の み で あ る こ と も ，
海外飛来説 に基づ く と 理解 し や す い。

お わ り に

以上述べ て き た よ う に ， 南 方 さ ぴ病の発生生態 は よ う

や く 明 ら か に さ れ て き た段階であ る 。 そ し て ， 第一次伝

染源が東 シ ナ海 を越 え て 飛来 す る 夏胞子で あ る 可能性の

高 い こ と が， 次第 に は っ き り し て き て い る 。 今後 は 中 国

大陸での発生状況 な ど の 情報 も 得つ つ ， 海外飛来説の状
況証拠 を よ り 多 く 集 め て ゆ く 必要 が あ る と 考 え ら れ る 。

本稿が南方 さ び病の研究発展 に 役立 て ば幸 い で あ る 。
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